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NTT初トフ。(通信)

壊滅状態だった携帯電話や

限定電話を50日で復旧させる。
過去に例がない通信インフラ復旧作戦が

佳境に入っているG

「電気・ガスがなくてもまず通信」という

被災地の声に巨艦NTTが動いた。

4月13f] 午前6時 ~I~c NTT東日本の

いわき支肢から4合の寧がw発した。
目的地は福島第i原子力発電所から南

ヘ91u立地点にあるNTTi吉岡電話局(福
島県富岡町)。乗っているのは両社福

烏支応の中村嘉之・経営企画課長(40

議)らお人v 福島-支J占やh寸Tドコモの

社民からなる混成復旧隊に、東京電力

の放射線管理持師が随行している。

途中、通過する街の様一子を車窓から

見た中村課長は、ある穫の不気味ざを

感じたむ「とにかく人がいないR コン

ビニエンスストアには街降ろし途中の

状態でトラックが乗り捨てられ、放た

れた飼いえがうろついているO ゴース

トタウンというより、あるf]突然人だ

けがいなくなった感じだったJn

欝!震直後からコ向島相次ぐ

午前9時半、富岡局に到者。同局は

l'親局jと!呼ばれ、能数の電話局からの

通信同線そ集めた中鰍i基地になってい

るご局内の装簡を正常に再起動させ、

伝送開路を切り待えられれば、原発か

ら 20~30kmの犀内退避地域にある5

つの電話局と、 20krn係![AJにあるドコ

写鹿提供 NTτ
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復旧に挑む
モの7つの慕地局が息そ吹き返すG

1¥TT来日本が検討を重ねたうえで選

び抜いた戦略復旧地点だった。

「大丈夫そうですり一

線議五!でItij辺の欣射綿盤を計測して

いた放射線管疎!技師の声が、電話局の

入り口から聞こえてきたc 中村課長ら

はその声を合図に、恐る恐るt撃を降り

たφ 全身に白い防護服、チには二震の

手袋。靴の上からかぶせたビニールが

滑って歩きづらt.'t.映声Iで自にしたこ

とはあるが、自分がこの格好をすると

は思ってもいなかった。

今1i:l:1の後!日作戦が具体的に動き出し

たのは4月5E1だった。この円、 NTT

J東巨木の江部努社長(631，投)が福島支

出そ訪れ、 i必谷政樹支r~i長 (48歳)に

こう打診したの「原発エリアには東京

電力だけでなく、東芝や円立製作所な

ど(j)技術者、工事作業員がたくさんい

るc 政が社も何とか通信を復旧させた

いのだがj，.，長谷支!吾長は即座に「福

島支出のメンバーは既に行く気ですか

ら大丈夫です」と答えた包

中村課長が復旧隊に指名されたの

は、入社直後に配属された仙台支出で、

伝送装置の保守lこ携わった経験があっ

たからだ。 現場ではまず、局舎の廃上

携帯は6720局、j読!定は1471il雪j総ダウン
盟定・携害電話の不通局散とヱリア

電畑一一一 ♂一一 d

話互 電信、フレ"1ツ光、 ISDN(総合デジタ
ァ轟 J!t通信併の不遺書自

ち 醐停止した櫛電話墓地局数

弘前一

s 
D 
N 90 
の
不
透
数

30ー

!にドコモの衡摂携'帯のアンテナをセッ

トし、福島支j吉内の災吉対策本部との

連絡を確保した。本部にいる協谷支応

長はこの衛泉携帝で現場と連絡を取り

ながら、復旧作業の進捗情報を得た←

間定電話も携帯電話も通じない局舎

内では、トランシーパーで、社員同士が

連絡を取りながら、伝送装躍を一つひ

とつ慎重に再起動させたむ結局、現場

での作業には5時間かかったlコ

作業終了後に復旧隊が無事に引き掲

げると、協谷支局長はネットワーク管

理センターからの報告を待ったり報告

によると、富岡局復旧i直後からHI寺間

平均400回以上の利用者からのコール

が確認でき、 i栄俊まで続いたというっ

罷内退避地域の住民が、他県の親戚に

安斉そ知らせたり、全国からの安否を

問う電話に応えたりしたのだろう。

政府が福島第1原発の20~30km圏

内に屋内退避指示を出してから約1カ

月がたっていたれコール数の急増~示

すグラフは、通信の復旧を渇望してい
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危機対'2¥の研究

た被災者がいかに多かったかを知実に

示している。撞谷支店長は「被災地の

切なる願いに応えることができたと思

い感激した」と振り返る。

「管理職が行けばいいJ

震災によるNTTグループの被害額

は1100億円に上る (4月末時点)03月

11日の震災発生後、東北3県(岩手、

宮城、福島)沿岸部を襲った津波で、

NTT東日本の約41の電話局が水没や

流出、倒壊などで機能停止に臨った。

電柱の被害も6万5000本に達し、電柱

に張られたケーブルは6300km分がち

ぎれた。これにより加入電話やフレッ

ツ光などの固定通信サービスは3月13

日に147万回線が不遇になった。ドコ

モの携帯電話基地局も約100カ所が倒

壊、読出し、 12日に6720局がサービ

スを停止。東北3県は電話の約5割が

通信不能状態に陥ったのだ。

NTTグループは震災直後から1万人

を超える社員を被災地に送り込み、急

ピッチで復旧作業を進めた。北海道か

ら九州まで、各支庖が災害時用に備え

ていた電話機や充電器などの通信機器

を大型トラックなどで被災地に搬送

し、市町村の役場や避難所に設置した。
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三浦握 NTT校長崎〈

「電気なくても通信をJニーズ痛感
一一ー比較的早い段階で復旧計蕗を打

ち出しましたね。

3月30日に計画を発表したが、もう少

し時簡をかけないと数字を出すのは難し

いという意見も怠った。だが、確実なこ

とだけを言おうとしたら先の見通しは示

せない。利用者の方々が待っているのだ

から4月末までにほぼ完全復!日させると

腹を決めた。

3JH5日に福島第1原発20-30kmに

屋内退避指示が出て、水素爆発直後に着

のみ着のままで遠方に避難した;入たちが

戻ってきた。避難せずに残っていた人も

いた。そうした方々は、通信手段がなけ

れば物資も情報も取れない。通信に対す

るニーズがだんだん増えてきて、もうこ

れは「原発圏」に手をつけるしかないと

判断した。既に避難所の公衆電話や仮役

4月20日時点で避難所などに設置され

た特設公衆電話は約3500台、衛星携

帯電話を含む携帯電話は約3000台、

可搬型移動無線基地局車は30台、可

搬型発電機は400台に上った。

時計の針を少し戻そう。 3月30目、

東京・大手町の本社で

通信インフラ復旧記者

会見に臨んだNTT持

ち株会社の三浦僅社長

(67歳)はf4月末まで

におおむね通信サービ

スを復旧させる」と宣

言した。

ダブル作戦で5講を護18
原発卸陥園の携響君臨エリア

4J!!20日時点の模信電話逗話エリア

ξ3富岡電話局の伝送路切り替えと、高性能ア
ンテナの設置により.館帯電話が遷震可能

になった勉鰻

場の臨時電話の設置は進んでいたが、個

人宅で使える電話が必要だった。そうな

ると、やはり1つの基地局の修理で広い

通話エリアが復活する携帯電話しかないc

もちろん放射線の危険がある地域での

作業は初めてだし、ほかの通信会社も踏

み込んでいない。だが、慎重に行えばそ

れほど危険で、はない。事実、 20-30km

圏でも普通の服装で出歩いている人もい

るし、 NTTの作業員が防護搬を着て入

るとかえって不安を煽るということも現

地に行って初めて分かつたc

一一復旧作業を通じて得た最大の教訴

は何ですか。

遜f言の混雑や安否確認など地震直後の

対応と、被災後の原発留や避難所の遜信

確保の両面で、貴重な教訓が得られた。

この時点で、不通となっていた携帯や

固定電話は、修理や通信の迂回などで

既に約9割が復旧済み。 4月末までにさ

らに46カ所の電話局を仮局舎の建設で

復!日させ、携帯電話は不通の307基地

局のうち248カ所を修理・新設などで

回復させるという計画を公表した。

残り1カ月で国定・携帯ともサーピ

スを震災前の状態に戻すという f50日

作戦」は、 NTTの底力者E見せつけるも

のだった。総力戦をアピールするため、

壇上には三浦社長のほか、 NTT東日

本の江部社長、ドコモの山田隆持社長

(63歳)も顔を揃えたc

ただ、首脳陣にはいまーっすっきり

しない気分が残った。 NTTの前には

「原発圏」という大きな壁が立ちはだ

かっていたからだ。公表した復旧計画

のすべてに「立ち入り禁止や犀内退避

区域となっている福島第1原発30km



守

地震直後は携帯がつながらず大変ご迷惑

をおかげしたが、通常の50~60倍の通

信量が殺到した。電話がつながらずもう

一度かけることを再呼と言うが、これが

混雑に拍車をかけた。比較的つながりや

すかったメールや、衛星携帯電話などに

通信を分散する仕組みが必要だc

当然だが通信には電気、つまり燃料が

必要。携帯墓地局の予傍電源は3時間で

ダウンした。無傷だった電話局でも電気

が透っていなければ機能しない。あらゆ

る手段を使って全国から軽油を調達し、

電話局に移動発動機を横づけして稼働さ

せた所もあった。だが、次第に軽油そ輸

送するタンクローリーのガソリンも不足

した。墓地局の予備電源の強化や、燃油

備蓄についても考えなければいけない。

電気が遜っていない所でも通信手段が

欲しいというニーズは痛切だった。被災

者はいったん生命が確保されたその次

に、通信を必要とした。分かっていたつ

圏内を除きJという但し書きがついて

いた。特に、圏内にある携帯基地局は

68カ所がサービス停止状態で、会見

の説明資料では「点検対象」からも外

されていた。「原発問」のサービス復

旧について質問を受けた山田社長は、

「できるだけ速やかに調査したい」と

答えるにとどめていたのだ。

「屋内退避といっても年中家の中に

いるわけにはいかない。外に出た時の

連絡用に携帯が必要Jr一人暮らしで

固定電話には加入していなし、c 携帯電

話しかないからすぐにつないでほし

い」一一。屋内退避指示が出た3月15

日前後から、ドコモのコールセンター

には当該地域の利用者から30件近い

要望が寄せられていた。

会見を終えた三浦、江部、山田の3

社長は報道陣を避けるようにいったん

散会すると10分後、隣の逓信ビルに

写真。陪山勉

もりだが、改めて認識した。

一一今後、復興のためにIT(構報技術)

でどんな支援ができますか。

岩手県の遠野市や、今回被害の大き

かった宮城嬢栗原市などで震災前から取

り組んでいた実験があるc 大容室の光回

線を使った遠隔診断システムだ。保健セ

ンターや病院に行けないお年寄りのため

に、町の公民館などに回線を敷いて大都

市の医療施設とつなぎ、テレビ電話で会

話しながら脈拍や体脂肪率のデータをや

り取りして診断する。こうした取り組み

を被災地に導入できればと思っている。

もちろん当初は医師不足が深刻でまま

ならないかもしれないが、精神

的なケアにも活用できる。

4月末で固定も携帯もほぼ

震災前の状態に戻すことが

できたが、本格復旧は道半

ばだ。携帯電話は墓地局が

ある役員会議室にもう一度集まった。

三浦社長 「避難所や仮役場への固定

電話敷設はほぼ終わったが、屋内退避

留にるたくさんの人が残っている」

江部社長 {固定部隊は既に30km圏に

入っている。風向きに気をつけ線量計を

持っていれば恐れることはなpJ

山国社長 f原発圏内のお客さんから携

帯を使いたいとの要望が届いている。

だが、社員を危険な地域に入れるには組

合との折衝が必要だJ
三浦社長が会議を結論づけた。

三浦社長 「そんな時間はない。(組合

との折衝が不要な)管理職を連れていく

ことはできないかj

翌31臼、ドコモと向社の技術子会

社であるドコモエンジニアリングの管

理職社員で、構成された調査団3班11人

が、福島県葛尾村から原発30km圏に

入った。まず、枢要な基地局10カ所

立ち直ればすぐにサービスを再開できる

が、回定電話は電話局まで復旧していて

も、その先の加入者宅が壊滅したままだ。

高台に新しい衝を作ることなどが議論さ

れているが、筏作りのデザインに沿って

最終的な絵を描く必要がある。

に焦点を定め、再建可能かどうかを目

視調査した。

員皇土4窃開から原発纏う
海岸に近い原町の基地局はほぼ水

没。葛尾村や広野町で辛うじて生き残

っている6つの基地局には発電機を据

えつけて通信を回復させた。

原発30km圏内の復旧前線基地にな

っていた楢葉町の総合スポーツセンタ

ーIJヴィレッジ」には、東電や自衛隊、

消防、各工事会社作業員が集まってい

る。ここには衛星移動基地局者E設置し、

携帯電話を利用できるようにした。そ

れ以外の通信不能地域では、消防隊員

などに衛星携帯電話を配って歩いた。

「これを登るのかいー・・」

4月13日にNTT東日本福島支底の中

村課長らが参加する混成復旧隊が富岡

局に入っていた頃、ドコモ社員を中心
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にする創部隊も原発30km圏内の福島

県広野町折木にいた。隊員たちはここ

で地上40mの鉄塔を見上げていた。

「原発から25km離れているが、この

高さからなら福島第1原発が見渡せ

る」ο ドコモ東北支社の荒木裕三支社

長(56歳)が折木の鉄塔に目をつけた

のは前日だった。基地局から発する電

波の出力を上げて直進性を高めれば遠

隔地に電波を届けることは可能だが、

代わりに遮蔽物がないことが条件にな

る。早速ドコモ東

北支社と協力工事

会社、協和エクシ

オの復旧隊が防護

服を着て現地入り

した。余震が続く

中、 5人がかりで

40mの鉄塔を登

り、長さ2m、重

さ30kgもある高性能アンテナをロー

プでヲIき上げ、据えつけた。

富院局の復悶と、この折木での作戦

により、原発敷地内やアクセスルート

であ忍思道6号線も含め、 20km圏内

の5割以上の携帯電話エリアが復活し

たのである。

荒野に建つ最栂的建鞠

携帯の復旧はいわば「空挺部隊Jo1 

つの基地局者E直せば、半径2-3kmの

通信が可能になる。これに対し、流さ

れた電話局を再建し、局と局の聞の地

中ケーブルや電柱を補修する固定通信

の復旧作業は「地上戦Jに例えられる。

「全国からボックス交換局を集めて

くれJ一一。震災直後、 NTT東日本宮

城支店の南川夏雄支底長(52歳)は本

社の災害対策本部に要請した。宮城県

の太平洋沿岸は水団地帯が多く、平野

をなめるように津波が襲った。このた

め宮城支庖管轄の電話局は涜出・損壊
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宮媛県七ケ浜町の電話
局i草津波で500milfされ
た(左)。ボックス型の受績
局を設置し1カ月で復IB(上)

による機能停止が

26カ所に上り、東

北3県で・最も被害が大きかった。

電話局が擁された場合、基礎から再

建するには時間がかかる。こう Lた状

況を打開するために取られたのが「ボ

ックス作戦」だc

ボックス交換局とはコンテナほどの

スチール製の建物に交換機と伝送装置

などの設備を詰め込んで電源を併設し

た簡易装置。簡易装置とはいえ、従来

の電話局に匹敵する回線容量を持つ。

南川支店長の要請で、被災しなかった

東日本の6支庄などから約30台のボッ

クス交換局が次々と集められた。

仙台市から海岸方向へ車で30分ほ

どの宮城県七ケ浜町。海辺の民家は数

軒を残して涜され、見渡す限り瓦諜の

原だ。かつては海辺を美しく飾ってい

た松林もほとんどなぎ倒された。防風

林の中に立っていた80坪ほどの七ケ

浜交換局も、ほぼそのままの形で山側

へ500m読されていた。

4月8日ぇ七ケ浜交換局の跡地では

長野支底と宮城県内から運ばれた2つ

のボックス交換局の設置が始まってい

た。七ケ浜局は震災前には約3000世

帯に回線を提供していた。現存する民

家が1つも見当たらない中、電話局の

再建だけが始まる異様な風景だったc

南川支底長は「津波で全壊した沿岸

部は、一般住宅や商底、行政施設もみ

な流された。だが、すぐそばの高台に

ある避難所や臨時役場は通信回線を必

要としている。電話局が地域復興の先

兵になる必要がある」と説明する。

結局、七ケ浜局は4月14日に仮復旧

を果たした。壊滅した海岸の町に再建

された最初の建物となった。

旧電電公社が民営化されて発足した

NTT。その後、分離分割も経たが、

いまだに「親方日の丸の独占企業的体

質が抜けきらない」といった批判は根

強い。しかし、「全国にあまねくサー

ピスを提供するのが薫務」という、旧

公社時代からの責任惑が、今回の震災

後の迅速な対応につながった面は否定

できないだろう。

被災地域の住民だけでなく、全国民

が通信インフラの担い手であるNTT

の存在感と責任の大きさを、改めて感

じたはずだ。(鋸集委員小復権太郎)!璽


